
検索道新青葉中央販売所

ホームページも

御覧ください！
　道新青葉中央販売所だより

　
　

 

　

 

 

3/52020/発行元：㈱道新販売センター　青葉中央販売所
〒004-0021　厚別区青葉町 6丁目１－３３　☎0120-881-365　FAX891-3486
営業時間　平日：9時～ 20 時　日祭日：9時～ 12時 木曜日

厚別 歩き

　

新さっぽろ献血ルームご案内

①１０:００～１３:００ ②１４:００～１８:００【献血受付時間】
※①北海道赤十字血液センターＨＰより転載　※②献血バスの運行予定は、変更になる場合がございますので、直近の予定は北海道赤十字血液センターＨＰにて必ずご確認ください。
h t t p s : / www . b s . j r c . o r . j p / h k d / h o k k a i d o /

献血状況

 A 型 と O 型と
AB型が不足し
困ってます！

Ｄｕｏ( デュオ )1 地下１階厚別中央２ー５ 休 憩 ス ペ ー ス に は パ ン や ク ッ キ ー 、
お菓子などをご用意。 キッズスペースも
充 実 ！ 安 心 し て 献 血 で き ま す 。
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   大正時代の地形図に載っている神社は「旭町神社」（図１）とい

いました。1944（昭和19）年に信濃神社に合祀され、現在その場所

に神社はありません。ところが、その近くに小さな祠が今も祀られ

ているのを私は知りました。厚別中央3条2丁目、国道12号沿いに

ある会社のビルの屋上です。私は会社を訪ね、祠の由来をお訊き

しました。祠は「青森県にある神社を祀っている」とのことです。

祠の前にある鳥居の扁額には「猿賀神社」と書かれています（図２）。

猿賀神社は青森県津軽地方にある神社です。会社の総務部長さ

んによると「毎月初め、豊平神社の宮司さんに来てもらって安全祈

願のお祓いをしてもらっている」というのですが、それ以上の詳しい

ことはわかりません。

  私は手がかりを求めて豊平神社（図３）に赴きました。宮司さんが

言うには「会社の先代社長がビルを建てたとき『もともと（敷地に）

あった神社なので粗末にできない』と言って（屋上に）祀ったと聞

いています」。実は豊平神社も、猿賀神社の祭神が祀られています。

札幌で猿賀神社から分祠されたのは豊平神社と厚別の祠だけだ

そうです。では豊平神社はなぜ、猿賀神社とゆかりがあるのでしょ

うか。同社は「明治四年、入植の阿部仁太郎氏が郷里青森の猿賀

神社祭神を、現在の神殿の東方に小祠を建て、奉斎したのにはじ

まる」といいます（末注①）。阿部仁太郎（図４）は小紙前号でお伝

えしたように、明治時代、厚別に農場を拓きました。旭町に居を構

え、「旭町神社」を祀った人でもあります。ここで、祠－豊平神社－

阿部仁太郎－旭町というつながりが見えてきました。

　　　　　　　　　　　　　　          （地域史研究者　杉浦正人）

図１：旭町神社（伝大正時代撮影、末注②） 図２：国道12号沿いのビル屋上の祠

図３：豊平神社 図４：阿部仁太郎（末注③）

＃30　ひばりが丘③

注①：札幌市教育委員会『さっぽろ文庫39 札幌の寺社』1986年、ｐ.66
注②：阿部家ご子孫所蔵写真　
注③：札幌市厚別区『あつべつ区再考』1994年、ｐ.60から転載


